
..〔.

　久
化

護

展

の
諸

學

・説
銅
.

直

勇

壮
會
進
化
ど
文
化
獲
展
と
は
往
々
に
し
て
混
同
せ
ら

航

る
。
然

し
肚
會
進
化

ε
は
肚
會
及
そ
の
組
織

の
進
化

で
、
文
化
獲
展
と
は
所
謂
文
明
文
化

の
進
化
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
っ
此

の
両
者

の
概
念

の
差
別
を
戴
然

こ
別

た
な
い
が
爲
め
に
誤
れ
る
理
論

が
生
ヰ

る
の
で
あ
る
。

.

動
物
界
経

會
あ
り
ゃ
暮

論

題
も
此
の
二
概
念
の

混

同

か
ら
生
本

る

の
で
あ

る
。
差

し
文

明
文
化

は
入
間

雑

鰭

文
化
機
屋
の
譜
畢
観

一

肚

曾
の
特
産
物
で
、

一
切

の
人
類
團
燈
は
其

の
如
何
な

一

る
階
段
に
あ
り
如
何
な
る
性
質
を
有
す

る
も

の
な
る
を

.

問
は
審
人
類

こ
い
ふ
も
の
、
生
じ
π
る
當
初
か
ら
し
て

.

.
文
化

を
宿
せ
な
い
も

の
は
無
い
の
で
あ
る
。
然
も
人
類

以
外

の
も

の
で
文
化
を
有
す
る
も
の
は
無
い
、
蜂

や
蟻

は
肚

曾
は
こ
れ
を
有
し
て
居

る
が
文
化
は
も

っ
て
居
な

い
。
然

る
に
動
物

の
結
合

ご
人
間
肚
會

ご
の
差
別
を
明

に
し
な
い
が
爲
め
に
肚
曾
進
化
肚
會
進
歩
を
輩
邊
的
に

見
て
他

の
種

々
な
る
特
殊

の
因
素
を
看
過
す

る
の
で
あ

、

る
。顧
ふ
に
趾
會
進
化
は
其

の
初
生
期

に
於
て
は
有
機
的

進
化
で
あ
る
。
一
切
は
替
着
、
再
生
、
防
禦
等
の
必
要
に

よ

っ
て
厳
格
に
決
定
さ
れ

る
。
帥
ち
嚴
啓
な
る
生
物
學

的
地
理
學
的
決
定
論
が
彼
等
の
肚
會
生
活

の
全
般
を
支

配
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
か
当
る
生
物
學
的
因
素
も
亦

人
類

の
肚
癬
同生
活

に
顯
著
に
現
れ
て
ゐ
、る
。
今
若
し
此

等

の
因
素

の
み
が
人
類

の
肚
會
生
活

を
説
明
す
る
に
十

冴
な
る
基
礎
を
與
ふ
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
肚

會
學
も
亦
厳
密
な
る
生
物
學
的
地
理
學
的
決
定
論

て
あ

ら
う
。
現
に
多
く

の
耐
曾
學
者
も
遠
慮
な
、く
此

の
假
説

第
八
嬢

(第
五
號

}
』
κ
}

七
σ
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雑

鐘

文
化
鰻
展
の
諸
學
説

.

杉
.採

用

し
て
み

る
。
然

し
躁

っ
て
考

ふ

る
特
人
間
乱

曾

あ

進

化

を
他

の

一
般
有

磯
的

進
化

ご
切
放

し

て
考

へ
る

一
事
は
吾
人

の
智
識

の
損
大

す

る
に

つ
れ

て
不
可
施55
ビ
な

っ
て
來

て
居

る
。
例

へ
ば
出

生

、
死
亡

、
人

口
増

加
、一

.

民
族
、
食
料
、
地
理
的
環
境
及
び
人
間
肚
會
に
於
け

る

淘
汰
作
用
等
は
催
に
人
間
肚
會
進
化

の

「
部
分
で
は
あ
一

だ

る
o
然
し
文
化
的
事
貿
は
舗兆
等

の
看
…碗
的
生
物
墨
'〃岬
事

魔
を
愛
化
せ
し
む
る
こ
巳
が
出
癖
る
。
有
機
的
生
物
學

的
事
實
の
み
で
文
化
的
事
實
遣
い
ふ
事
は
出
來
な
い
の

.

で
あ

る
。
例

へ
ば
雌
雄
關
係
、
夫
婦
關
係
及
び
家
庭
生

.

.

浩

の
如
き
は
人
間
以
下
の
動
物
に
も
多
く
共
通
し
た
も

の
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
自
身
で
は
文
化
的
事
實
で
は
無

い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
生
物
學
的
串
實
と
文
化
的
事

.

實
ご
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
ふ
も
の
で
あ

っ
て
、

此
の
相
互
間
係
は
人
間
肚
會

に
於

て
最
も
深
甚
な
る
も

の
が
あ
る
。

右
の
如
く
肚
曾
進
化

の
過
程
は
文
化
獲
展

の
過
程
よ

り
も
震

い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
砒
會
進
化
が
有
機
的
進

一
化
の
中
に
起

つ
又
こ
れ
か
ら
獲
達
す
る
や
う
に
文
化
獲

…
展
む
亦
腔
會
進
化
の
中
に
起

つ
ス
こ
れ
か
ら
獲
達
す
る

第
八
巻

(第
五
競

一
.二
〇
》

七
〇
六

の
で
あ

る
。
今
有
機
的
進
化
に
於
て
心

理
的
刺
戟
及
反

一
億
が

一
新
進
化
的
系
列
を
獲
展
せ
し
む
る
基
礎
ど
な
る一

.

や
う
に
肚
曾
進
化
に
於
て
も
亦
或
る
新
獲
展

が
他

の
新

…
進
化
系
列
の
基
礎

こ
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其

の
新
系
列

.

ε
は
人
間
團
膿
に
於
て
世
代
か
ら
世
代
べ
ご
傳
襲

に
よ

っ
て
傳

へ
ら
れ
た
る
「複
雑

な
る
後
天
的
活
動
」
の
系
列

で
、
ζ
れ
が
文
化
叉
は
文
明
の
内
容
ご
な
る
の
で
あ

る

而
し
て
こ
の
新
獲
展
を
明
に
す
る
は
入
間
肚
會
學
最
要

の
問
題
で
あ

る
。
何
こ
な
れ
ば
文
化
に
よ

っ
て
人
類

の

肚
會
生
活
は
動
物
…の
そ
れ
よ
り
も
遙
に
複
雑
.ご
な
っ
て

み
る
が

故
に
人
間
以
下

の
動
物
肚
會
畢
を
以
て

人
間

凱肌
會
に
封
せ
ん
ε
す
る
は
.全
く
愛
當
を
敏
い
で
る
る
か

ら
で
あ
る
。
然
し
文
化
獲
展

の
理
論
を
研
究
す
る
前
に

先
づ
人
類
文
化

の
主
要
な
る
事
實
は
何
で
あ

る
か
を
見

る
必
要
が
あ

る
。
而
し
て
共

の
第

一
は
人
類
が
道
具
を

製
造
す
る
動
物
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
、
即
ち
人

間
が
獲
明
の
能
力
を
も
つ
て
み
る
こ
い
ふ
ご
ε
で
あ
る

か
く
し
て
産
業
は
起
り
此

の
産
業
を
基
礎
ご
し
て
交
明

の
金
遣
螢
が
築
か
れ
だ
の
で
あ

る
。
然
し
獲
明
ε
い
ふ

.

こ
ご
を
廣
義

に
解
す
る
時
は
此
等

の
道
具
が
作
ち
.れ
た

【



.

縞
囎籍
稽
賑
纈響
離
鑓
器
厭戦堕
決繍
藷
耀
、続
誕
謂
熱
購
綾
麟

…
　
こ
れ
に
よ

っ
て
智
識
及
熟
練

の
傳
蓮
が
行
は
れ
ね
ば
な

者
も

一
般
に
人
類
搬
運
上
の
顕
著

な
る
特
徴
叉
は
主
要

～ち

ぬ
。
か
ε

て
幼
襲

が
ら
科
讐

藝
響

が
起

る

な
る
事
讐

は
考

へ
な
い
。
手
の
自
由
化
及
獲
蓮
も
同一

…
又
吉
語
を
以
て
の
交
通
に
よ

っ
て
人
類
が

そ
の
共
同

一
様
で
あ

る
。
只
人
類
學
者

の
認
む
る
所
に
よ
る
ご
人
類

…
生
活

の
習
慣
券

法
に

就
い
て
の
團
髄
的
反
套

行

の
人
類
と
し
て
の
特
徴
は
讐

そ

露

髄
で
あ
る
・
人

ぼ

れ
、
そ
の
結
果
遂
に
團
讐

響

中
或
は
馨

さ
れ
一
類

を
し
て
人
類
た
ら
し
め
た
の
騰

髄
で
あ

っ
て
・
脳

域

は
非
難

さ
る

・
も
の
が
出
家

る
。
慣
習
的
道
徳
断
か

.

髄
が
特

別
獄
る
人
間
的
能
力
及
び
機
能

を
與

へ
ら
れ

て

ξ

し
て
生
じ
、
更
に
宗
禦

現
れ
終
に
敵
聖

経
攣

愈

々
益

々
増

大

し
だ

が
ら

で
あ

る
。
然

る
時

こ
れ

ε
殆

…
る
に
至

る
の
で
あ

る
。
さ
て
此
等

の

「
切

、
即

ち
言
語

、
ん
ざ
同

特
に
通
話
力

ご
關

係
あ

る
咽
喉
部

の
獲

聲
磯
關

.

産

業
、
科
學

、
藪

循

、
道

徳
、
宗

激

、
政
府

・
約

言

す

・
の
獲
逮

が
起

つ
た
に
相
違

な
い
。
か
く
し

て
人
類

の
脳
.

ア
チ

ト
ヴ

ガ
ソ
ト

一
れ
ば
人
間

の
全
制
度
及

成

業

が

人
類
文
化

の
縮
計

髄
中
枢
を
愈
々
高
等
な
ら
し
め
る
作
用
ご
獲
聲
能
力
を

及
實
質
を
形
成
す

る
の
で
あ

る
。
此
等
は
猫
り
人
類

の

生
せ
し
む
る
作
用
ご
は
両
々
相
俟

っ
て
人
間
肚
曾
生
活

…
み
に
存
し
て
人
類
以
下
の
動
物

の
全
く
缺
如
せ
る
所

の

に
於
け

る

一
切
の
顯
著
な
る
諸
形
相

を
生
す

る
の
で
あ
.

.

も

の
で
あ
る
。

る
。
彼

の
直
立
の
姿
勢
、
手

の
自
由
は
人
間
肚
曾
生
活

ノ

レ
ヒ
ス
ト
リ
ク

扱
て
最
近
前
史
的
考
古
學
及
文
化
的
人
類
學
に
於
け
,
に
野
し
て
は
茜
だ
重

嬰
で
は
あ

る
が
、
右
の
二
作
用
に
.

る
進
歩
は
此
等
文
化
獲
展

の
種
々
な
系
列
に
於
け
る
圭

次
ぐ
第
】二
因
素
と
な
る
の
で
あ
る
じ

器

誓

輩

的
知
識
に
暴

建

。
吾
人
は
・
れ
竺

吾
人
は
・
れ
丈
け
・
注
意
し
て
貴

て
次
に
人
嬰

.

よ

っ
て
人
間
肚
曾
進
化
の
十
分
な
る
理
論
を
得
る
準
備

化

の
起
源
及
獲
達
に
就

い
て
の
主
要
學
説
を
簡
踊
に
考

一
を
奥

へ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。

.

…
棄
し
て
見
え
い
ご
思
ふ
。

'

「

雛

轟

玄
北
嶺
展
ゆ
請
學
親

第
砥
藩

露

玉
號
,一
二
ご

冶
心
古
.

O
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雑
、
錐

文
化
登
展
の
諸
學
説

一
第

一

は
地
理
的
環
境
説
で
、
此
學
説
は
各
地
理
的

垣

盤
は
そ
の
気
候
旅

疲

の
地
理
的
條
件
.に
適
當
し
た

函

植

物

を
作

り
出

『
こ

い
・小
の
で
あ

る
。
即

ち
人

類

の

交

明
は
木

の
實

ご
同

じ
く
、
気

候

ご
人
種
的
條
件

ご
に

よ

っ
て
作

り
嵩

さ
れ

る
と
い
ふ

の
で
あ

る
。
然

し
生
物

.

學
者

が
有

機
的
進
化

の
動

力

は
瑛
、境

の
自
然

淘
汰

で
あ

る
と

い
ふ
説

を
捨

て
な

る
が
如

く
、
人
類
學

者
も
亦
地

一
理
的

環
境

の
淘
汰
作

用

は
文
化
獲
展

上

の

「
小
国
素

に

過

ぎ
な

い
と
考

へ
て
る

る
の
.で
あ

る
。

ゴ
ー

ル
ヅ

ソ
7

.

イ
ザ

!
の
い

っ
て

み

る
如

く
文
化

は
本
質
的

に
動
的

で

あ
り
環
境
は
静
的

で
あ

る
ε

い
ふ

こ

ご
を
考

へ
る
塒
は

　
物

理
的

環
境

を
以

っ
て
文
化

の
決

定
者

ご
見

る
企
圖

に

一
封

し
て
直
ち
に
疑

念

が
生

す

る
の
で
あ

る
。
吾
人

が
原

藩

的

状

態
か
ら
交
明
状
態

に
進

歩
す

る
に
從

っ
て
愈

々

盆

々
團

慌
の
物
質
的
文

化

が
そ

の
物

理
的
環
境

に
依
廟
.

一
跨

遅
緩
鍵

驚

効
総

難

航
慰

麹

儲
塾

ご
塗

・
與
・
お

・
薯

婆

家
設

計
孟
ハ・
些

皿
い
と

い

っ
て
居

る
。
"此

の
説

は
新
派

の
人
類
風
電
着
の
態

一
度

を
示

す
も

の
と
し
て
特

に
重

要
で
あ

る
。
彼

等

は
地

錦
八
巻

(第
五
號

=
ゴ
ご

七
〇
八

万

的
幾

の
勢

藷

め
る
が
共
の
創
造
性
を
否
定
し

酊

造
的
因
業
を
個
合

し
て
の
人
聞
或
は
文
化
そ
の
も　

一
の
に
認

め
ん

と
す

る
の
で

あ
る
。
か
く

の
如

く
地

理
的

「
歴
轟

は
近
世
・
科
欝

見
地
か
欠

類
髪

化
姦

発
し
捉
最
初

の
假
説

の

一
で
あ
る
が
こ
れ
は
最
も
不
十

、

分
な
も

の
で
あ
る
。

二
は
心
理
的
偶
然
模
倣
説
で
近
代
の
文
化
獲
展

の
人

類
學
的
學
説

は
凡
て
北
極

の
心
理
學
的
名
僻
で
表

さ
脚

て
居

る
。
荒
説

に
よ
る
と
例

へ
ば
初
め
て
石
器
が
作
ら

れ
π
際
の
如
一
初
め
残

る
偶
然
的
に
出
來
な
も
の
が
模
.

倣

の
過
程
に
よ

っ
て
億
…へ
ら
れ
る
の
℃
あ

る
と
い
ふ
の

で
あ

る
。
此
説
を
極
端
に
考

へ
る
と
少
く
と
も
多
く
の

場
合
に
於
て
各
文
化
特
質
の
源
流
を
唯

一
始
源
に
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
、
な
る
。
凋
逸

の
グ

レ
r
ヴ
ナ

ー
や
.英
国
の

エ
リ
オ
ッ
ト
敏
授
の
如
き
は
こ
れ
で
あ
る

意

ふ
。
勿
論
砦

學
説
に
遡
合
引
る
も
の
も
少
か
ら

ぬ
が
、
同
特
に
天
長
も
簡
輩
な
る
石
器
で
さ

へ
も
合
理

的
に
各
別
に
獲
明
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
要
.

す
る
に
此
説
は
人
智

の
能
動
的
適
悉
過
程
を
看
過
し
て

み
る
黙
に
於
て
不
完
全
こ
い
は
ざ
る
.を
得
な
い
。

9



一
ミ
は
選

習
熟
説
で
、
此
説
は
第
こ
誓

必
事
し
も

.

反
す
る
地

の
で
は
な
い
が
、
將
に
人
頼
文
化

の
起
源
及

壌
蓮
蓋

て
其
の
本
筈

な
・
も
の
蟻

磨

習
熟
す

一
一
る

こ
ご
で
あ

る

三
、同
調
す

る

の
で
あ

る
。
先

づ
最
初

の

留

が
「
.翔

的
偶
然

」か
何
か
で
出
來
奮

す

る
・
然

一
る

奨

切
な
こ
と
は
其
の
新
獲
明
が
出
凍
る
や
・こ
主

…
薪

蟹

が
暴

て
纂

讐

・
澹

擾

的
に
そ
れ

鼻

を
震

・
せ
ね
ば
な
ら
警

・
湾

で
あ
る
・
更

」鞭

鰍難

繍
訟
藤

鞭
鰯竺

一
一る
各
個
人
の
上
に
更
に
複
雑
な
る
反
懸
を
生
せ
し
め
る

「
.

あ

で
あ
・
。
從
っ
て
斎

を
作
り
出
す
も
の
は
地
埋
些

一
康

誓

い
、宝

り
も
糎
濟
的
或
援

術
的
選

鋳

之

一
。
悪

で
あ
る
。
此
學
説
は
人
類
薯

よ
り
も
輕
濟
塁

「

「
.で
な
い
.

・

更
に
此
學
説
の
弱
蕪
を
承
認
し
て
環
境
と
習
慣
ご
に

加
ふ
る
に
更
に
成

る
人
間

の
本
能
を
以

っ
て
せ
ん
と
す

ゑ

修
正
・馨

あ
・
。
例

へ
無

線
・
来

襲

か
生

れ

な
が

ら

の
他
愛
.恥
、
模
倣

、好

奇
心

の
如

き
も

の
を

以

・
て
し
ょ

う
ご

す

る
の
で
あ

る
。
勿
論
人
間

の
本
能

が
文

化
震

に
勢
力
を
及
す
ご
痔

疑
を
容
れ
な
い
・
然
し

上
説
の
如
き
諸
本
能

は
人
間
特
有
の
も

の
で
は
無
く
人

間
以
下
の
動
物
に
て
共
通
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
・
散

発

等
の
本
能
を
も
つ
て
審

進
化
に

薪

形
態
を
生

せ
し
勇

む
の
手

る
こ
振

出
來
な
い
・

故

に
吾
人
が
文
化
獲
展

の
理
論
を
作
る
に
は
人
間
丈

吾

に
限
っ
た
特
質

を
以
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
而

螺
羅
難
繊
■

¶



籍

錐

文
化
戦
展
の
諸
撃
沈

…
的
産
物

は
管
人
間

の
理
性
能
力

の
産
物
な

の
で
あ
る
・

こ
の
結
論
に
十
分
な
る
讃
明
を
こ
の
紙
面
に
於
て
示

一
す
ご
ε
は
出
来
な
い
が
言
語

の
場
合
に
就

い
て
は
多
少

.

修
正

の
案
が
透

る
や
う
で
あ

る
。
即
ち
脳
髄
が
如
何
に

概
念
作
用
を
瞥
む
ご
も
優
秀
居
る
交
通
手
段
を
有
し
て

み
な
か
つ
セ
な
ら
ぜ
其
の
概
念
作

用
も
何
の
用
を
も
爲

さ
ね
で
め
ら
う
。
蓋

し
文
化

の
獲
達
に
は
更
に

「
居
.高

等
な
交
通
の
方
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
最
も
明
瞭
に

一
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
語
は
傳
襲

の
運
逡
具
で
あ
り

文
化

の
獲
展
は
本
質
的
に
傳
襲
の
獲
展
叉
は
『肛
會
學
者
.

の
肚

曾̂
.心
と
稻
す
る
も
の
、
獲
達
で

あ
る
か
ら
で

あ
…

る
。
換
言
す
れ
ば
人
間
肚
曾

の
文
化
は
人
間

の
高
等
な

…

一
る
知
的
後
連
に
よ
る
よ
り
も
そ
の
強
大
な
る
耐
會
生
活
.

　に
よ
る
こ
ご
が
多
い
の
で
あ
る
。
人
間

の
縢
髄

が
高
等

.

「な
る
獲
達
を
し
た

の
は
そ
の
先
行
者
が
そ
の
脳
髄
を
以
…

　

と

讐

物
理
的
環
境
に
封
ず
る
適
癒
彼
喫

こ

て
差

て

其
の
同
盟

封
す
る
相
互
順
慮
の
器
窶

し
て
使
用

さ
れ
投
か
ら
で
あ
る
。

上
説

に
適
當

の
名
構
は
な
.い
が
先
づ
交
明
の
肚
會

一6

…一

一
理
説

と

い
っ
て
よ
か
ら
う
。
即

ち
玩
読

の
力
説

す

る
黙
…

第
八
巻

(第
五
號

一
二
四
)

七

～
O

　

　

…
は
第

一
に
文
化
が
阯
曾
的
事
實
即
ち
肚
會
閣
係

の
産
物

…
で
あ
る
窪

、
第
二
に
髪

化
菱

爆

及
饒

禽一

一
相

互
交

通
か

ら

生

じ
た

も

の
で

あ

る

ご

い
ふ
こ

ご

で

斑

る
。
特
に
第
二
蕪

は
磐

護

・
れ
嘉

斎

の

一
獲
達
が
人
間

の
相
互
交
通

せ
俘

っ
て
居

る
こ
ご
は
物
質

一
的
及
び
文
化
的
人
類
學
や
人
間
歴
史

の
記
録
を
注
意
し

ぞ

槍

べ
て
見

歪

直
ぐ
分
る
こ
毛

あ
る
・

「

而
し
て
光
弾

讐

輩

馨

有
爵

に
馨

せ
し

…
め
得

る
利
益
が
あ

る
。即

ち
此
説
、は
物

理
的
環
境

、
心

理

「
.的
偶
然

、
本
能

、、
習
慣
等

が
文
化
獲

達
に
寄
興
す

る

こ

ご
を
否
定

し
な

い
。
即

ち
此

等

の
も

の
は
文
化
獲
展

に

.

謝
し
て
共

の
刺
戟
、
手
段
、
又
は
材
料

窟

み
の
で
あ

㎞
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
此
説
は
近
代
心
理
學
が
人
間

の
脳
髄
を
本
質
的
に
能
動
的
適
癒
擬
闘

と
し
、
相
互
交

通
を
以

っ
て
相
互
随
順
慰
作
用
を
生
せ
し
む
る
根
本
過

程

で
あ

る
ご
見

る
思
想

ご
能
く

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

.

以
.上
は
米
国
肚
會
學
雑
誌
五
月
號
に
於
け

る
エ
ル
ウ

ッ
ド
氏

の
論
文

の
概
要
で
あ
る
が
、
氏

は
荷
そ
の
論
旨

を
槍
讃
せ
ん
と
し
て
産
業
及
宗
敏
等

の
諸
現
象
に
遙
用

魯

「



一
し
此
等
⑳
風
集
解
入
　間
分
合
理
的
聾
明
粍
レ
(
ば
創
造　

「力
薯
に
よ

っ
て
先
づ
生
じ
次
に
此
等
が
人
間

の
相
互
交

垂

に
よ
っ
て
模
倣
排
斥
説

て
行
蓬

程
を
述

べ
・
.そ

.

.し

て
其

の
模
倣

さ
れ

る
所

の
も

の
を
氏

は
「
模
範

観
念
」

一,≧
富
≡

一〔ξ
p

ご
名
け
文
化

は
つ
ま

り
こ

の
模
範
観
念

の

一
大
複

合
膿

で
あ

る
と
い

っ
て
居

る
。
今

は
只
其

の

碍

子
と
思

は
る

、
黙

を
右

に
紹
介

し
な
鐸

で
あ

る
。

…

…
.

…
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